
 

  

＜参 考＞ 

１．実証試験の概念図 
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２．高温超電導ケーブルの断面構造

３．高温超電導ケーブルのコンパクト性について 

○ 同一の送電容量において、高温超電導ケーブルを使用することで、低電圧化

が可能になるとともに、ケーブル断面積は従来ケーブルの約１／３となる。 
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